
明
治
期
に
お
け
る
外
国
人
保
養
地

《箱
根
》
の
成
立

厚
木
高
校
　
　
児
　
　
玉
　
　
祥
　
　
一

１
　
は
じ
め
に

東
海
道

の
宿
場
そ
し
て
関
所
が
お
か
れ
た
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
箱
根
は
、

一
方
で
美
し
い
自
然
と
豊
富
な
温
泉
に
恵
ま
れ
た
温
泉
保
養
地
と
し
て
古
く
か

ら
人
々
を
魅
了
し
、
多
く
の
人
々
を
迎
え

い
れ
て
き
た
。

江
戸
時
代
の
末
、
鎖
国
体
制
に
終
止
符
が
う
た
れ
開
国
さ
れ
る
と
、
ケ
ン
ペ

ル
や
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
箱
根
は
、
開
港

場

「横
浜
」
に
近

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
多
く
の
外
国
人
を
も
迎
え
入
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
国
際
観
光
地
と
し
て
広
く
世
界
に
知

ら
れ
て
い
る
。

本
報
告
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
温
泉
保
養
地
ま
た
は
避
暑
地
と
し
て
箱

根
を
訪
れ
た
外
国
人
の
旅
行
記
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
訪
れ
た
外

国
人
の
宿
泊
施
設
で
あ
る

「
ホ
テ
ル
」
の
日
本

に
お
け
る
歴
史
、
そ
し
て
外
国

人
保
養
地
箱
根
の
成
立
に
関
し
て
大
き
な
存
在
と
な

っ
た
日
本
最
古
の
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の

一
つ

「
箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
に
つ
い
て
調
べ
、
郷
土

「
箱
根
」

の
教
材
化
を
図
る
て
が
か
り
と
し
た
。

２
　
外
国
人
の
見
た
箱
根
　
リ
ゾ
ー
ト

（避
暑
地
）
箱
根
の
発
見

（１
）
開
国
前
　
箱
根
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
外
国
人

江
戸
幕
府
が
創
設
さ
れ
る
と
、
幕
府
は
中
央
集
権
体
制
を
強
め
る
た
め
に
、

江
戸
を
中
心
と
し
た
街
道
の
整
備
に
力
を
入
れ
、
五
街
道
を
は
じ
め
主
要
街
道

に
は
宿
場

（宿
駅
）
及
び
関
所
が
設
け
ら
れ
た
。
江
戸
と
上
方
を
結
ぶ
最
も
交

通
量
の
多

い
東
海
道
に
あ

つ
て
、
箱
根
は
険
し
い
山
越
え
と
と
も
に
厳
し

い
取

り
調
べ
が
行
わ
れ
る
関
所
も
置
か
れ
た
要
地
で
あ
り
、
旅
人
に
と

つ
て
は
道
中

き

っ
て
の
難
所
と
し
て
有
名
で
あ

っ
た
。

幕
府
は
寛
永
年
間
以
来
鎖
国
政
策
を
と
り
続
け
た
た
め
に
、
こ
の
難
所
を
越

え
て
行

っ
た
外
国
人
は
多
く
は
な

い
が
、
彼
ら
の
中
に
は
箱
根
に
大
き
な
足
跡

を
残
す
と
と
も
に
、
箱
根
の
名
を
広
く
海
外
に
知
ら
し
め
た
人
々
が
い
る
。
こ

こ
で
は
そ
の
中
で
代
表
的
な
外
国
人
ケ
ン
ペ
ル
と

ツ
ン
ベ
ル
グ
を
紹
介
す
る
こ

と
と
す
る
。

①

エ
ン
グ
ル
ベ
ル
ト

・
ケ
ン
ペ
ル

（
一
六
五

一
～

一
七

一
六
）

ド
イ
ツ
人
　
医
師
　
博
物
学
者
　
旅
行
家

北
ド
イ
ツ
の
レ
ム
ゴ
ー
出
身

の
ケ
ン
ペ
ル
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
医
師
と
し
て

一
六
九
〇

（元
禄
三
）
年
に
来
日
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
付
き

の
医
師
と
し
て
二
年
間
に
わ
た
り
長
崎
に
滞
在
し
た
。
こ
の
間

の

一
六
九

一
。
九
二
年
に
は
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
随
行
し
て
い
る
。
こ
の
時

の
見
聞

を
も
と
に
ま
と
め
た
日
本
に
関
す
る
著
作
が
、
彼
の
死
後

の

一
七
二
八
年
に

『
↓
〓
①
〓
一∽
”ｏ
Ｑ

ｏ
〓

Ｃ
営
』
と
題

さ
れ

て
イ
ギ
リ

ス
で
出
版

さ
れ
た
。

こ
れ
が
日
本
に
お

い
て
は

『
日
本
誌
』
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の

『
日
す
①
〓
●
ｏ
ａ
ｏ
〓
”Ｒ
と

に
収
め
ら
れ
た

「
江
戸
参
府
紀
行
」

の
中
で
箱
根
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
井
正
氏
訳

『
日
本
誌
』
の

「江
戸
参
府
紀
行
」
に
は
、
芦

ノ
湖
に
つ
い

て

「
こ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
が
い
る
の
だ
が
、
教
え
て
も
ら

つ
た

の
は
二
つ
だ
け
だ

っ
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
鱒
と
姫
鱒
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

植
物
に
つ
い
て
も

「
ハ
コ
ネ
グ
サ

（箱
根
草
）
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
箱
根
宿
に
つ
い
て
は

「
こ
こ
に
は
蝿
も

い
な

い
し
蚊
も

い
な

い
。
夏
に
は
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静
養
に
も

っ
と
も
適
う
土
地
だ
が
、
冬
は
空
気
が
冷
た
く
、
重
く
か

つ
湿

っ

ぽ
い
と
」
記
し
、
箱
根
を
避
暑
地

・
保
養
地
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の

『
日
本
誌
』
の
付
録
に
は
、　
一
八
〇

一

（享
和

一
）
年
オ
ラ

ン
ダ
通
詞
志
筑
忠
雄
が

「鎖
国
論
」
と
訳
し
、
初
め
て
日
本
に
鎖
国
と

い
う

言
葉
が
生
ま
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

②
カ
ー
ル

・
ペ
ー
タ

・
ツ
ン
ベ
ル
グ

（
一
七
四
三
～

一
人
三
八
）

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
　
医
師
　
植
物
学
者

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
イ

エ
ン
チ

ェ
ピ

ン
グ
に
生
ま
れ
、
ケ
ン
ペ
ル
も
学
ん
だ

ウ
プ
サ
ラ
大
に
入
学
。
当
時
こ
の
大
学
に
は
植
物
分
類
学
を
確
立
し
た
カ
ー

ル

・
フ
オ
ン

・
リ
ン
ネ
が
教
鞭
を
執

っ
て
い
た
。
後
に
は
リ
ン
ネ
の
業
績
を

継
承
す
る
植
物
学
者
と
し
て
大
学
教
授

・
学
長
を
努
め
た

ツ
ン
ベ
ル
グ
は
、

ケ
ン
ペ
ル
と
同
じ
よ
う
に
東
イ
ン
ド
会
社

の
医
師
と
し
て

一
七
七
五

（安
永

四
）
年
六
月
長
崎
の
出
島
に
来
航
す
る
。
約

一
年
半
の
滞
在
の
後
オ
ラ
ン
ダ

に
戻
る
が
、　
一
七
七
六

（安
永
五
）
年
商
館
長
に
随
行
し
江
戸
参
府
を
果
た

し
て
い
る
。

ツ
ン
ベ
ル
グ
は
長
崎
付
近
と
参
府
途
中

の
東
海
道
お
も
に
箱
根
付
近
で
、

役
人
の
制
限
と
監
視

の
下
に
植
物
採
集
に
は
げ
み
、
日
本
の
植
物
に
つ
い
て

多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
。
特
に

一
七
八
四

（天
明
四
）
年
に
出
版
さ
れ
た

『
日
本
植
物
誌
』
に
は
約
八

一
二
種

の
植
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
箱
根
を
基
準
産
地
と
す
る
植
物
ク
ロ
モ
ジ
な
ど
六
四
種
を
紹
介
し
て
い

る
。ま

た
、
江
戸
参
府
の
旅
な
ど
を
ま
と
め
た

『
ツ
ン
ベ
ル
グ
日
本
紀
行
』

（
一
七
九
五
～
九
六
年
刊
行
）
で
は
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
箱
根
の

生
物
を
は
じ
め
箱
根
の
漆
器
細
工
や
湯
本
の
温
泉
の
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
て

い
る
ｃ

（２
）
開
国
後
　
箱
根
を
訪
れ
た
外
国
人

一
八
五
八

（安
政
五
）
年

「安
政
五
カ
国
条
約
」
が
結
ば
れ
る
と
、
多
く
の

外
国
人
が
日
本
に
や
つ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
外
国
人
は
基
本
的
に
は
居
留
地

と
周
辺
の

一
〇
里
四
方
と
定
め
ら
れ
た
遊
歩
区
域
以
外

へ
の
立
ち
入
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
も
の
の
区
域
外

へ
で
か
け
る
こ
と
を
望
む
外
国
人
は
多
く
、
幕
府

に
と

つ
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
駐
日
初
代
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

や
二
代
目
公
使
パ
ー
ク
ス
、
同
国
書
記
官
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ
な
ど
の
公

使

・
領
事
ら
外
交
官
は
例
外
的
に
国
内
旅
行
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利

用
し
富
士
山
登
山
や
箱
根

へ
の
逗
留
を
企
て
た
り
も
し
て
い
た
。
（詳
し
く
は

矢
野
慎

一
氏
の
報
告
、
『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
Ю
　
近
世

（
７
）
な
ど
を
参

照
の
こ
と
）

明
治
時
代
を
迎
え
る
と

一
般
の
外
国
人
も

「湯
治
」
を
理
由
に
箱
根
と
熱
海

へ
の
旅
行
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１５
近
代

・

現
代

（５
）
の

「第
三
編
　
居
留
地
お
よ
び
外
国
人
取
締
、
七
　
横
浜
居
留
外

国
人
の
箱
根
、
熱
海
両
温
泉
旅
行
免
状
交
付
方
神
奈
川
県

へ
委
任

一
件
」
に
は

【
８６２
】
～

【
９３‐
】
の

「外
国
人
湯
治
免
状
」
に
関
す
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も

一
八
七
八

（明
治

一
〇
）
年
の
県
史

【
９０７
】
「九
月

一
二
日
　
神
奈
川

県
よ
り
外
務
省
宛
、
箱
根
熱
海
両
温
泉
行
免
状
発
行
枚
数

（
一
月
～
九
月
）
報

告
」
で
は
そ
の
年
の
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
三
二
五
人
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
外
国
人
に
、　
一
八
七
九

（明
治

一

一
）
年
の
県
史

【
９１０
】
「七
月

一
五
日
　
神
奈
川
県
よ
り
外
務
省
宛
、
箱
根
熱

海
両
温
泉
行
免
状
発
行
枚
数

（
一
月
～
六
月
）
報
告
」
で
は
同
じ
く
こ
の
年
の

一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
二
〇

一
人
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る

外
国
人
に
免
状
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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第

　

琥

外
国
人
湯
治
免
状

国
籍

姓
名

身
分

横
濱
番
琥

入
浴
期
限

右

ハ
保
養
ノ
為
箱
根
熱
海
ノ
温
泉

へ
入
浴
イ
タ
シ
度
旨

申
立
差
許
候
条
道
筋
無
故
障
相
通
シ
期
限
中

ハ
於
湯
治

場
モ
止
宿
イ
タ
サ
セ

ヘ
キ
事

明
治

年

月
　
日
　
　
　
　
神
奈

川
県
廃

此
免
状
ハ
横
濱

へ
帰
着
ノ
日
ヨ
リ
ニ
日
ノ
内
二
県
鷹
へ
返
納

ス
ヘ
シ

神
奈
川
県

『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１５
近
代

。
現
代

（５
）
Ｐ

９７９

「湯
治
免
状
」

外
第
五
九
ｏ
号

（朱
書
）

神
奈
川
県

『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１５
近
代

。
現
代

（５
）
Ｐ
９７６

【
９ｏ７
】

や
が
て
箱
根
を
訪
れ
る
外
国
人
た
ち
は
東
海
道
沿
い
の
箱
根

・
畑
宿

・
湯
本

地
域
か
ら
さ
ら
に
宮
之
下
を
は
じ
め
塔
之
沢

・
芦
之
湯

。
木
賀
な
ど
に
も
足
を

踏
み
入
れ
て
い
く
。

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
箱
根
町
立
郷
土
資
料
館
の

『外
国
人
の
見
た
Ｈ

ａ
ｋ

ｏ
ｎ
ｅ
』
（
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。

例
え
ば
、　
一
八
六
七

（慶
応
三
）
年
、
世
界

一
周
の
途
上
に
日
本
を
訪
れ
宮

之
下
で
１
泊
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ー
ヴ
オ
ワ
ー
ル
伯
爵
の

一
八
七
五
年
に
刊
行

し
た
著

『
く
ｏ
ヽ
”
①
＞
二
ｏ
〓
Ｏ
ｃ
〓
ｏ
ａ
①』
（抄
訳

綾
部
友
治
郎
訳

『
ジ
ャ
ポ
ン

一
八
六
七
年
』
）
か
ら
宮
之
下
が

「
日
本
の
貴
族
階
級
の
バ
ー
デ
ン

・
バ
ー
デ

ン
で
、
寒
い
季
節
に
は
人
気
が
な
く
、
夏
に
は
浴
客
で

一
杯
に
な
る
…
」
と
記

さ
れ
、
「
開
け
放
し
の
、
き
れ
い
な
細
長
い
建
物
を
二
棟
、
蹄
鉄
型
に
結
ん
だ

造
り
」
の
茶
屋
に
宿
泊
を
希
望
し
た
が
得
ら
れ
ず

「も
う

一
度
階
段
を
登
り
」

「別
の
や
や
お
粗
未
な
茶
屋
」
に
宿
泊
し
た
こ
と
や
、
こ
こ
宮
之
下
で
の
温
泉

場
の
様
子
に
驚
い
た
こ
と
、
日
本
人
客
と
の
楽
し
い
交
流
の
様
子
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
官
之
下
へ
の
道
程
に
つ
い
て

伯
爵
は

「昨
年
は
じ
め
て
、
護
衛
に
囲
ま
れ
、
大
君
の
書
状
を
先
に
立
て
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の

一
行
に
よ
っ
て
踏
破
さ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て

ま
た
、
明
治
の
初
め
頃
の
箱
根
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
〇

（明
治
三
）

年
七
月
発
行
の

『
↓
ｒ
①
「
”『
”
”∽己

誌

（第

一
号
第
三
巻
）
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
で
紹
介
し
て
い
る
。
「多
く
の
外
国
人
が
保
養
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
求

め
て
、
山
中
に
あ
る
宮
之
下
と
堂
ケ
島
を
訪
れ
、
彼
ら
は
そ
こ
の
人
々
に
大
歓

迎
さ
れ
、
厚
遇
さ
れ
る
。
ホ
テ
ル
、
あ
る
い
は
お
茶
屋
は
と
て
も
す
ば
ら
し
く
、

主
人
た
ち
は
で
き
る
か
ぎ
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
か
ら
外
国
人
客
は
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
名
や
そ
の
家
来
ら
が
常
に
こ
こ
を
占
拠
し
た
時
代

い

る
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は
去
り
今
で
は
外
国
人
が
贔
贋
賀
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
と
彼
等
は
素
直
に
言
う
の
で
あ
る
…
」
。

明
治
初
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
横
浜
開
港
資
料
館
編

『
Ｆ

・
ベ
ア

ト
幕
末
日
本
写
真
集
』

（
一
九
八
七
年
刊
行
）
に
も
江
戸
時
代
よ
り

「
箱
根
七

湯
」
と
称
さ
れ
た
宮
之
下
な
ど
各
温
泉
場
の
風
景
を
も
含
む
箱
根
各
地
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
解
説
シ
ー
ト
に
は

「箱
根
は
、
事
実
上

，
、
日
本

の
バ
ー

デ
ン

・
バ
ー
デ
ン
と
な

っ
て
い
る
」
、
特
に
富
之
下
は

「
空
気
が
澄
ん
で
い
て

さ
ゎ
や
か
で
あ
る
。
…
病
む
人
も
く
た
び
れ
果
て
た
商
人
も
旅
人
も
、
こ
こ
で

気
力
と
体
力
と
を
回
復
し
、
そ
の
美
し
い
景
観
に
心
を
慰
め
る
。
誰
も
こ
こ
以

上
に
す
ば
ら
し

い
場
所
が
あ
ろ
う
な
ど
と
は
思
わ
な

い
。
」
と
保
養
地
と
し
て

の
す
ば
ら
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
外
国
人
保

養
地
と
し
て
宮
之
下
が
脚
光
を
ぁ
び
て
ぃ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
明
治
中
期
に
入
る
と

一
八
八

一

（明
治

一
四
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
公
使

館
書
記
官
サ
ト
ウ
と
同
国
海
軍
軍
人
ホ
ー
ズ

に
よ

つ
て
刊
行
さ
れ
た
初
版

『
＞

〓
”己
σ
８
バ
「ｏ
「
弓
８
く
①
〓
①
【∽
ョ

ｏ
８
思
ご
ａ

Ｚ
ｏ
３
①
Ｂ
「８
Ｂ
』

（『
日
本
旅
行
案

内
　
初
版
』
横
浜
開
講
資
料
館
蔵
）
、　
一
八
九

一

（明
治
二
四
）
年
に
チ

ェ
ン

バ
レ
ン
と
メ
イ

ソ
ン
編

の
三
版

『
＞
〓
”
ａ
σ
ｏ
ｏ
″
♂
『
日
８
く
①
〓
ｏ
「∽
】・
『
Ｃ
彗
』

（『
日
本
旅
行
案
内
　
三
版
』
横
浜
開
講
資
料
館
蔵
）
な
ど
の
本
格
的
な
日
本
旅

行
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
も
登
場
し
、
箱
根
の
こ
と
が
詳
し
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
箱
根

は
国
際
的
な
観
光
地

・
保
養
地
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

『
＞
〓
”
ａ
σ
Ｏ
Ｏ
＾
「〇
『
弓
８
く
①
〓
①
『∽
〓
０
８
目
ξ
ａ

Ｚ
Ｏ
「，
①ヨ
〕”鷺
コ』

一
八
八

一
年
刊

宮
之
下
　
温
泉
で
知
ら
れ
る
　
す
ば
ら
し
い
保
養
地
で
あ
る

ル
ー
ト

¨
小
田
原
か
ら
塔
之
澤
ま
で
入
力
車
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
、
駕
籠
を
使

え
ば
横
浜
か
ら

一
日
で
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

旅
　
館

¨
フ
ジ
ヤ

（洋
式
の
大
き
な
建
物
、
食
堂
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
あ
る
）
、

ナ
ラ
ヤ
（魅
力
的
な
日
本
式

の
建
物
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ

ド
な
ど
洋
式
の
品
々
が
備
わ

っ
て
い
る
）

『
＞
ェ
”ａ
σ
ｏ
ｏ
バ
「ｏ
「
日
Ｅ
く
①
〓
ｏ
「∽
〓
」Ｃ
営
』
三
版

　

一
八
九

一
年
刊

宮
之
下
　
多
く
の
理
由
か
ら
、
と
て
も
快
適
な
保
養
地
で
あ
る
。
清
浄
な
空

気
、
優
れ
た
ホ
テ
ル
に
加
え
、
そ
こ
か
ら
長
距
離
、
短
距
離
を
問

わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
し

ろ
い
散
策
が
楽
し
め
る
。
ま
た
チ

エ

ア
ー
や
特
製
の
大
き
な
駕
籠
に
乗

っ
て
い
く
の
も

い
い
。
さ
ら
に

は
、
贅
沢
な
お
風
呂
も
あ
る
。

ル
ー
ト

¨
国
府
津
ま
で
東
海
道
線
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
湯
本
ま
で
は
馬
車
、

鉄
道
、
人
力
車
に
乗
り
、
さ
ら
に
宮
之
下
ま
で
は
人
力
車
か
徒
歩

で
来
れ
ば
、
横
浜
か
ら
４
時
間
半
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
。
途
中

に
料
金
所
が
あ
る
。

旅
　
館
∴

※
※
フ
ジ
ヤ

※
ナ
ラ
ヤ
（共
に
洋
式
の
、
大
き
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
）

（注
）
※
は
優
れ
た
旅
館
に
記
さ
れ
た
印

３
　
日
本
に
お
け
る
ホ
テ
ル
の
形
成

こ
こ
で
は
日
本
に
お
け
ホ
テ
ル
の
形
成
に
つ
い
て
記
し
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。
日
本
に
お
け
る
ホ
テ
ル
の
登
場
は

「安
政
の
五
カ
国
条
約
」
が
結
ば
れ
、

来
日
す
る
外
国
人
の
た
め
の
宿
泊
施
設
が
必
要
と
な
り
、
一
人
六
〇

（万
延

一
）

年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
船
長
Ｃ

・
Ｊ

・
フ
フ
ナ
ー
ゲ
ル
が
開
港
地
横
浜
に

「横
浜
ホ

テ
ル
」
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
日
本
家
屋
を
改
造
し
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
と

酒
場
を
備
え
た
小
さ
な
ホ
テ
ル
で
あ

つ
た
。
開
港
資
料
館
編
集
の

『
改
訂
版

横
浜
も
の
の
は
じ
め
考
』
（
二
ｏ
ｏ
ｏ
年
発
行
）
に
は
、
上
海
の
英
字
新
聞

『
ノ
ー
ス

・
チ
ャ
イ
ナ

・
ヘ
ラ
ル
ド
』
の

一
人
六
〇

（万
延

一
）
年
三
月

一
〇
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日
号
に

「
公
衆
の
長

い
間
の
渇
望
に
応
え
た
」
と
記
し
掲
載
さ
れ
た
横
浜
ホ
テ

ル
の
開
業
広
告

（
二
月
二
四
日
付
）
の
図
版
、
『外
国
人
住
宅
図
』
に
描
か
れ

た
横
浜
ホ
テ
ル
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
を
始
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
、
無
政
府
主
義
者
ミ
カ
エ
ル

・
バ
ー
ク

ニ
ン
な
ど
が
宿
泊
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
十
年
の
間
に

「
ロ
イ
ヤ
ル

・
ブ
リ
テ
ィ
シ

ュ
ホ
テ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ホ
テ
ル
、
ア
ン
グ
ロ

・
サ
ク
ソ
ン

・
ホ
テ
ル
、
グ
ラ
ン
ド

・
ホ

テ
ル
、
ク
ラ
ブ

・
ホ
テ
ル
」
な
ど
横
浜
に
は
４０
ほ
ど
の
ホ
テ
ル
が
外
国
人
の
手

に
よ

つ
て
開
業
さ
た
。

一
方
で
日
本
人
に
よ
る
ホ
テ
ル
建
設
の
第

一
号
は
、
江
戸
か
ら
東
京
に
改
め

ら
れ
た

一
人
六
八

（明
治
元
）
年
に
東
京
築
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「築
地
ホ
テ

ル
館
」
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
が
江
戸
幕
府
に
要
望
し
建
築
さ
れ

た
ホ
テ
ル
で
あ

っ
た
が
、
維
新
を
迎
え
る
と
明
治
新
政
府
に
よ

つ
て
創
業
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
さ
に
日
本
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
瞬
間
に
誕
生
し
た

ホ
テ
ル
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
あ
げ
た
ホ
テ
ル
は
ど
れ
も
現
在
で
は
す
で
に

《
失
わ
れ
た

ホ
テ
ル
》
で
あ
り
、
今
で
は
写
真

・
絵
図
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
日
本
最
古
の
ホ
テ
ル
は

「
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
」

で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
式

ロ
ー
マ
字
の
発
案
者

ヘ
ボ
ン
博
士
が

一
八
七
ｏ

（明
治
三
）

年
に
日
光
を
訪
れ
た
際
、
東
照
官
の
楽
職
で
あ

っ
た
金
谷
善

一
郎
に

「
日
光
廟

の
見
学
や
東
京

・
横
浜
の
暑

い
夏
を
避
け
て
や

っ
て
来
る
外
国
人
が
こ
れ
か
ら

増
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
そ
の
た
め
の
施
設
を
造

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
提
案

し
た
。
博
士
の
こ
の
助
言
に
よ
り
善

一
郎
は
自
宅
を
改
造
し
、
金
谷
ホ
テ
ル
の

前
身
と
な
る

「金
谷
カ
テ
ー
ジ

・
イ
ン
」
が

一
人
七
三

（明
治
六
）
年
に
誕
生

し
た
。

一
人
九
三

（明
治
二
六
）
年
に
は
現
在

の
地
に
移
り

「
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
」

と
し
て
格
式
高

い
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
と
し
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。
な
お
、

「金
谷
カ
テ
ー
ジ

・
イ
ン
」
は
今
で
も

「侍
屋
敷

（さ
む
ら
い
や
し
き
）
」
と
し

て
日
光
市
本
町
に
現
存
し
て
い
る
。　
一
八
七
八

（明
治

一
一
）
年
に
来
日
し
た

英
国
女
性
探
検
家
イ
ザ
ベ
ラ

・
バ
ー
ド
は
カ
テ
ー
ジ

・
イ
ン
に
滞
在
し
た
様
子

を

『
日
本
奥
地
紀
行
』

（
一
八
八
ｏ
年
刊
行
）
の
第
七
信

「
日
光
　
金
谷
家
に

て
　
六
月

一
五
日
」

の
な
か
で

「
私
が
今
滞
在
し
て
い
る
家
に
つ
い
て
、
ど
う

書

い
て
い
い
も

の
や
ら
私
に
は
分
か
ら
な

い
。
こ
れ
は
美
し
い
日
本
の
田
園
風

景
で
あ
る
。
家
の
内
も
外
も
、
人
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ぬ
も
の
は

一
つ
も

な

い
ｃ
宿
屋

の
騒
音

で
苦

い
目
に
あ

つ
た

後

で
、
こ
の
静
寂

の

中

に
、
音
楽
的
な
水

の
音
、
鳥

の
鳴
き
声

を
聞
く

こ
と
は
、
ほ

ん
と
う

に
心
を
す
が

す

が

し
く

さ

せ

る
」

と

称
賛

し

て

い
る
。

そ

の
後

ヘ
レ
ン
／

ケ

ラ
ー
や
ア
イ

ン
シ

ュ

タ
イ

ン
な
ど
を
は
じ

め
多
く
の
有
名
な
外

国
人
が
こ
の
ホ
テ
ル

を
訪
れ
て
る
。

日光金谷ホテル本館 1893(明治26)年竣工
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４
　
外
国
人
ホ
テ
ル
ー
箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
開
業

多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
箱
根
宮
之
下
に
、　
一
八
七
八

（明

治

一
一
）
年

「箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
が
開
業
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に

ホ
テ
ル
事
業
を
興
し
た
の
は
山
口
仙
之
助
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
運
輸
省
鉄
道

総
局
事
務
観
光
課
編

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
（
一
九
四
六
年
刊
行
）
に
は

「山

口
仙
之
助
、
箱
根
宮
之
下
に
五
ｏ
ｏ
年
の
歴
史
を
有
す
る
安
藤
勘
右
衛
門
経
営

の
温
泉
旅
館
藤
屋
を
買
収
し
て
洋
風
に
改
造
し
、
底
倉
区
有
温
泉
の
使
用
権
を

獲
得
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
と
改
称
、
外
国
人
専
門
の
ホ
テ
ル
を
開
業
す
。
当
時
パ

ン
、
肉
類
の
如
き
ホ
テ
ル
の
必
要
の
食
料
品
は
凡
て
横
浜
よ
り
供
給
を
受
け
、

横
浜

・
小
田
原
間
は
馬
車
便
、
小
田
原

・
宮
之
下
間
は
毎
日
早
朝
宮
之
下
よ
り

人
夫
を
派
し
運
搬
さ
せ
朝
の
食
卓
に
供
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

富
士
屋
ホ
テ
ル
株
式
会
社

『
富
士
屋
ホ
テ
ル
八
十
年
史
』
（
一
九
五
八
年
）

に
よ
る
と
、
山
口
仙
之
助
は

一
八
五

一

（嘉
永
四
）
年
神
奈
川
県
橘
樹
郡
の
漢

方
医
師
大
浪
昌
随
の
五
男
に
生
ま
れ
、
十
歳
の
時
に
横
浜
の
遊
郭

「神
風
楼
」

の
経
営
者
山
口
粂
蔵
の
養
子
と
な

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
出
身

の
仙
之
助
が
箱
根
に
ホ
テ
ル
の
建
設
を
構
想
す
る
に
あ
た
つ
て
大
き
な
影
響
を

与
え
た
人
物
と
し
て
福
沢
諭
吉
の
名
が
あ
る
。
仙
之
助
は

一
八
七

一
（明
治
四
）

年
よ
リ
ァ
メ
リ
カ
に
渡
り
三
年
程
皿
洗
い
な
ど
の
労
働
に
従
事
し
た
後
帰
国

し
、
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
こ
と
、
福
沢
に

「
お
前
の
性
質
で
は
今
後
學
間
を

勉
強
す
る
よ
り
、
寧
ろ
賞
業
界
に
投
じ
て

一
旗
攀
げ
た
方
が
ょ
い
」
と
仙
之
助

が
説
諭
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』

と
同
様
に

『
富
士
屋
ホ
テ
ル
八
十
年
史
』
に
は

一
八
七
八

（明
治

一
ｏ
）
年

「外
人
専
門
の
旅
館
紅
警
を
志
し
理
想
の
地
を
神
奈
川
縣
足
柄
下
郡
温
泉
村
通

稀
宮
之
下
と
心
に
定
め
、
敷
地
を
物
色
し
現
場
を
視
察
…
藤
屋
旅
館

（営
時
の

主
人
安
藤
勘
右
衛
門
）
を
買
収
す
る
こ
と
に
決
し
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
福
沢
諭
吉
は
箱
根
の
塔
之
沢
温
泉

「福
住
」
に
し
ば
し
ば
逗
留

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１４
　
近
代

。
現
代

（
４
）
の

第
二
編

「初
期
新
聞
抄
」
に
は
、　
一
人
七
三

（明
治
六
）
年
三
月
発
行
の
足
柄

新
聞
第
六
号
に

「箱
根
道
普
請
の
相
談
」
を
寄
稿
し
た
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

諭
吉
が
こ
の
こ
ろ
の
箱
根
に
強
く
関
心
を
も
ち
、
箱
根
の
発
展
に
は
箱
根
湯
本

か
ら
塔
之
沢
ま
で
新
道
を
建
設
す
る
な
ど
の
交
通
整
備
の
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
温
泉
経
営
者
そ
し
て
時
の
足
柄
県
令
柏
木
忠
俊
ら
に
強
く
訴
ぇ
て
い
る
。

論
吉
が
必
要
性
を
訴
え
た
道
路
は
、
福
住
旅
館
の
主
人
福
住
正
兄
な
ど
の
尽

力
に
よ
り
、　
一
八
八
〇

（明
治

一
三
）
年
小
田
原

・
箱
根
湯
本
間
、
翌
年
に
は

塔
之
沢
ま
で
が
開
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
仙
之
助
の
手
に
よ

つ
て

一
八
八
七

（明
治
二
ｏ
）
年
に
は
宮
之
下
ま
で
の
道
路
も
完
成
す
る
。
現
在
で
は
国
道

一

号
線
と
な

つ
て
い
る
こ
の
道
路
は
、
工
事
費
を
賄
う
た
め
に
通
行
料
を
徴
収
し
　
　
　
・

た
日
本
最
初
の
有
料
道
路
で
も
あ

つ
た
。　
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近
代
の
箱
根
の
発
展
に
福
沢
諭
吉
の
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
山
口
仙
之
助

と
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
創
設
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に

『富
士
屋
ホ
テ
ル
八
十
年
史
』
に
は
仙
之
助
が
ホ
テ
ル
火
災
の
危
険

な
ど
を
考
え
自
家
発
電
を
早
く
か
ら
考
え
て
実
行
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。　
一
人
九

一

（明
治
二
四
）
年

「外
人
商
館
横
濱
バ
グ
ネ
ル

・
ア
ン
ド

・
ヒ

ル
商
會
よ
り
４５
馬
力
の
火
力
登
電
機
」
を
買
い
入
れ
た
こ
と
、　
一
八
九
三

（明

治
二
六
）
年
に
は
維
持
費
の
問
題
で
蛇
骨
川
の
水
流
を
利
用
し
た
水
力
発
電
に

変
え
、
さ
ら
に

一
九
〇
四

（明
治
三
七
）
年
に
は

「早
川
の
水
利
権
を
得
水
量

三
十

一
個
、
落
差
百
七
十
六
尺
、
三
百
二
十
キ
ロ
ヮ
ッ
ト
を
以
て
宮
之
下
水
力

電
気
合
資
含
社
」
を
創
設
し
、
温
泉
、
宮
城
野
、
仙
石
原
な
ど
の
村
々
に
も
電

燈
電
力
を
供
給
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、交
通
整
備
事
業
だ
け
で
は
な
く
、

外
国
人
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
的
事
業
を
起
こ
し
て
い
た



こ
と
が
わ
か
る
。

ホ
テ
ル
の
建
物
に
関
し
て
は
、
歴
史
的
建
造
物
で
も
あ
る

一
八
九

一

（明
治

二
四
）
年
に
建
て
ら
れ
た
本
館
、　
一
九
〇
六

（明
治
三
九
）
年
に
建
て
ら
れ
た

一
号
館

（カ
ミ
フ
ィ

・
ロ
ッ
ジ
）
、
二
号
館

（レ
ス
ト
フ
ル

・
コ
テ
ー
ジ
）
な

ど
が
明
治
時
代
の
姿
を
残
し
て
現
存
し
て
お
り
、
現
在
で
も
現
役
と
し
て
活
躍

な
お
、
宮
之
下
に
は
現
在
営
業
も
終
わ
り
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が

「奈

良
屋
」
旅
館
と
い
う
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
も
あ

っ
た
。
外
国
人
客
の
争
奪
戦
が
激

し
く
な
り
、　
一
八
九
三

（明
治
二
六
）
年
に

「宿
泊
営
業
に
関
す
る
契
約
」
が

奈
良
屋
と
結
ば
れ
、
富
士
屋
は
外
国
人
専
用
、
奈
良
屋
は
日
本
人
専
用
と
い
う

取
り
決
め
が
さ
れ
、
こ
の
協
定
は

一
九

一
一
一
（大
正

一
）
年
ま
で
続
け
ら
れ
た

こ
と
、
富
士
屋
は
英
語
で
奈
良
屋
は
日
本
語
で
し
か
広
告
を
出
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
ま
で
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
外

国
人
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て
富
士
屋
ホ
テ
ル
は
そ
の
地
位
を
築
い
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
資
料
室
に
お
か
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
宿

帳
か
ら
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、
孫
文
、
ヘ
レ
ン

・
ケ
ラ
ー
、

ジ
ョ
ン

・
レ
ノ
ン
な
ど
の
有
名
な
外
国
人
の
名
前
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

５
　
お
わ
り
に

「神
奈
川
に
お
け
る
西
洋
文
明
と
の
出
会

い
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
郷
土

の
教
材
化
の
手
が
か
り
を
箱
根
に
求
め
た
の
が
こ
の
報
告
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
幕
末
期
か
ら
の
来
日
外
国
人
に
よ

つ
て
箱
根
が
日
本
に
お
け
る
外

国
人
保
養
地

・
避
暑
地

（リ
ゾ
ー
ト
）
と
し
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
箱
根
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
中
心
に
な

っ
た
の

が
近
代
建
築
遺
産
を
も
つ
ク
ラ
ッ
シ
ク
ホ
テ
ル

「富
士
屋
ホ
テ
ル
」
で
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

今
後
は
こ
の
題
材
に
つ
い
て
の
教
材
開
発
を
さ
ら
に
す
す
め
、
授
業
で
の
実

践
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
、
現
在
営
業
し
て
い

る
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
あ
る
の
か
な
ど
い
く
つ
か
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
調
べ
た
範
囲

（時
代

・
地
域
）
は
小
さ
く
、
遠
足
な
ど
の
行
事
で
も
訪
れ
る

場
所
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
箱
根
全
体
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク

・
調
査
な
ど
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
必
要
も
感
じ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る

研
究
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
報
告
に
あ
た
り
箱
根
町
郷
土
資
料
館
学
芸
員
の
鈴
木
康
弘
氏
、
箱

根
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
は
、
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
場
を
か
り
て
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

し
て
い
る
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史
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